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異界研究の視点から見る聖書の夢や幻視について 

壬生正博 

 

はじめに 

小論は、中世英文学における夢幻視物語の異界描写－主にパラダイス描写－と聖書との

関連性を探る比較研究の一試論である。主に旧約聖書正典、旧約聖書外典、および新約聖

書正典における夢や幻視に焦点を絞ることで、夢幻視物語との関連性が強い文書を検証す

る。ただし、小論では聖書の夢や幻視を包括的に扱いきれるものではなく、諸例を挙げる

にとどめ、また、夢幻視物語と密接に関連するパラダイス描写がある場合は、その箇所の

み指摘し、具体的な記述はパラダイス描写を中心に扱う別の論説で取り上げる予定である。

なお、本研究は文学研究の一環であり、神学思想を探求するものではないので、神学思想

に立ち入る必要がある場合は、諸種の宗教事典を参照し考察の一助とする。 

まず、聖書における"dream"と"vision"の基本的な捉え方について解説を試みる。 

 

 

I. 聖書における"dream"と"vision" 

旧約聖書の Numbers には、主（Lord）が Moses、Aaron、そして Miriam に語る下記

の言葉がある。1)  

 

"Listen to my words:  

"When a prophet of the LORD is among you,  

I reveal myself to him in visions,  

I speak to him in dreams.  

But this is not true of my servant Moses;  

he is faithful in all my house.  

With him I speak face to face,  

clearly and not in riddles; (Num. 12:6-8) （下線部は筆者） 

 

このように主は"vision"によって自らを顕現し、"dream"を通じて預言者たちに語りかける。

また、神がこれらを通じて"reveal"「啓示する」ことから、"vision"と"dream"は、"revelation"

と密接な関連もある点は注意すべきである。上記一節を見ると Moses は主にとって特別な

人物であることがわかる。なぜなら、主は彼と"face to face"「向かい合って」謎を含むこ

となく明瞭に語るからである。この概念は"Beatific Vision"「至福直観」である。2) 夢幻視

物語においても、パラダイス－天界－にいる者たちが神を直に観るのは至上の幸福であり、

異界描写の重要な主題である。上記の一節では"vision"と"dream"は区別されているように

思えるが、下記の Job の一節を参照すると、"vision"と"dream"の境界には曖昧さが感じ取

れる。 
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   14 For God does speak—now one way, now another—  

       though man may not perceive it.  

    15 In a dream, in a vision of the night,  

       when deep sleep falls on men  

       as they slumber in their beds,  

    16 he may speak in their ears  

       and terrify them with warnings,  

    17 to turn man from wrongdoing  

       and keep him from pride,  

   18 to preserve his soul from the pit,  

       his life from perishing by the sword. (Job 33:14-18) （下線部は筆者） 

 

この一節では"vision"と"dream"は同一視されている印象を受ける。3)また、ここには神が

"dream"と"vision"を通じて人間とどう接するか述べられている。つまり神は、"warnings"

「警告」によって人間を恐れさせ、"wrongdoing"「悪行」から人間を振り向かせ、"pride"

「傲慢」から人間を守り、"pit"「奈落の底」に堕ちないように魂を保護し、"sword"「剣」

から人間の命を救う等である。これらは、聖書における"dream"や"vision"の性質の一面を

示している。 

 次に新約聖書から"vision"と"dream"が共起している箇所を挙げると、例えば、五旪祭の

時に、使徒たちが異国の言葉を話している様子を他の人々が見て驚き怪しがっていたとき

に、使徒 Peter は、旧約聖書の小預言書のひとつ Joel から以下の一節を引用してこの奇跡

と不可思議を説明した。 

 

In the last days, God says,  

I will pour out my Spirit on all people.  

Your sons and daughters will prophesy,  

your young men will see visions,  

your old men will dream dreams. (Acts.2:17)（下線部は筆者） 

 

このように、"vision"や"dream"は、神の霊（Spirit）が注がれた者が見ることができるわ

けである。指摘したようにこの一節は旧約聖書からではあるが、やはり、両者は明確に区

別し難い側面がある。しかし、聖書の"dream"について、Insight on the Scriptures の解

説に"(t)he thoughts or mental images a person has while asleep"4)とあることから、

"dream"は睡眠時に生起すると考えられる。一方、"vision"は、以下の解説にあるように、

通常の意識とは異なるトランス状態（trance）と関連している。 

 

Apparently God's spirit at times superimposed on the mind a picture of God's 

purpose or a vision while a person was in a trance, a state of deep concentration or 

a sleeplike condition. 5)（下線部は筆者） 
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そして、"It is often difficult to establish a clear demarcation between visions and 

dreams described in the Bible, and at times they are combined." 6)という解説からわか

るように、やはり聖書における"dream"と"vision"の区別は曖昧で、両者は極めて密接な関

係がある。 

 以上、聖書における"dream"と"vision"の基本的な捉え方について解説を試みた。次項で

は、具体的な諸例を挙げていく。 

 

 

II. 神から人間へのメッセージ 

 諸種の論説によると、7)聖書における夢と幻視は、神を起源とする夢、自然発生的な夢、

占い師等が語る価値のない虚偽の夢等に分類できる。神を起源とする夢や幻視には、言う

までもなく、神の"will"「意志」が込められている。そのメッセージは、神が地上の人間

に直に語る、天使を遣わして人間に伝える、その他、解釈を必要とする象徴的な風景や光

景によって伝えられる等がある。そして、メッセージの内容は、神の好意、忠告、助言、

神の威厳の顕示、神の計画や未来の出来事の啓示、不敬な者たちへの罰の啓示、人間が取

るべき行動や任務の指示、あるいは神が人間に語る約束、神の祝福等がある。  

 以下、旧約聖書（正典・外典）と新約聖書に分けて夢幻視の諸相を見る。 

 

1. 旧約聖書における夢や幻視の諸相 

 この項では、旧約聖書正典の夢幻視の諸例を取り上げる。まず、"dream"や"vision"の分

布表を下記に呈示する。この一覧表は諸種の論述を参考にして作成したもので、8)便宜上、

"revelation"も加えた。なお、一覧表には、"dream"、"vision"、"revelation"の各欄に重複

している箇所もあるが、これはできる限り緒論説の指摘箇所に従った結果であり、左記三

者の境界が曖昧であることの証左となろう。表はあくまでも分布の大略を示すことが目的

であり、完璧を追求したものではない。 

 

（表 1）Old Testament における"dream"、"vision"、"revelation"の分布一覧   

 dream vision revelation 

Genesis 

15:12-16,  20:3-7,   

26:24,  28:10-22,  

31:10-13,  31:24,   

37:5-11,  37:20,   

40:1-23,  41:1-46,   

42:5-9,  45:5-8,   

46:2-5  

15:1-21,  18:1-18, 

28:1-22,  46:1-4, 

12:1-9,  28:10-22, 

41:1-46 

Exodus － 3:1-18 3:1-18,  4:1-9, 20:1-19 

Leviticus － － － 

Numbers 12:6-8,  22:8-21 24:4,  24:16 － 

Deuteronomy 13:1-6 18:15-22 5:1-24 

Joshua － 10:6-15 － 

Judges 7:13-15 13-3-21 － 

Ruth － － － 

1 Samuel 3:1-16,  28:6  3:1,  3:15 3:1-10 

2 Samuel － 7:1-17 7:17 
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1 Kings 3:5-15,  19:1-8  － 3:5-15,  19:9-13 

2 Kings － 2:1-11 － 

1 Chronicles － 17:1-15 17:15 

2 Chronicles － 9:29 1:7-12 

Ezra － － － 

Nehemiah － － － 

Esther － － － 

Job 
4:13-21, 7:13-14, 20:8, 

33:15-17 

4:13-21,  7:14,  20:8,   

33:15,  
38:1-41 

Psalms 73:20 89:19 － 

Proverbs － － － 

Ecclesiastes 5:3-7 － － 

Song of Songs － － － 

Isaiah 

6:1-13,  29:7-8,  

56:10,  

 

1:1,  2:1-5,  6:1-13,  

7:10-16, 9:2-7, 21: 2,   

22:1-5,  28:7,  29:7-11,   

30:10,  65:17-25 

7:10-16,  9:2-7, 

45:1-13,  45:18-25 

Jeremiah 

1:1-10,  14:14, 

23:1-8,  23:25-32, 

27:9-10,  29:8-9 

14:14,  23:16 － 

Lamentations － 2:9,  2:14 － 

Ezekiel 37:1-14 

1:1,  7:13,  7:26,   

8:3-4,  11:24, 12:22-24, 

12;27,  13:6-9,  13:16,  

13:23,  21:29,  22:28,   

43:2-3,  47:1-12 

－ 

Daniel 

1:17,  2:1-45,  

4:1-27,  

5:12,  7:1-3,  

7:13-14,   

7:17, 9:20-23,  

10:4-21 

1:17,  2:19,  2:28,   

2:45,  4:5-13,  7:1-14,  

7:15,  7:17,  8:1- 27,   

9:20-24, 10:1-21,   

11:14 

5:1-31, 10:1 

Hosea － 12:10 － 

Joel 2:28 2:28 － 

Amos － 
7:1-9,  7:12,  8:1-3,   

9:1-4 
－ 

Obadiah － 1:1 － 

Jonah － － － 

Micah － 1:1,  3:6 － 

Nahum － 1:1 － 

Habakkuk － 1:1 2:2-3 

Zephaniah － － － 

Haggai － － － 

Zechariah 1:7-6:15,  10:2 1:8,  10:2,  13:4 － 

Malachi － － － 

 

上記一覧表を見ると、各文書の内容や長短の差違はあるものの、"dream"、"vision"、

"revelation"が全般的に分布している状況を把握できる。特に Genesis において"dream"

や"vision"の使用箇所の多さが目立っている。Job も"dream"や"vision"の記述が多いよう

である。その他に目立つのは、預言書の Isaiah、Jeremiah、Ezekiel、Daniel、そして小

預言書等である。以下、記述の諸例を見ていくが、便宜上、"dream"には「夢」、"vision"

には「幻視」、"revelation"には「啓示」を邦語として用いる。 
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 まず、歴史書、預言書等について解説する。 

 

(1) 初期の歴史書に見る夢や幻視 

 はじめに、イスラエルの民に関する初期の歴史を記す諸文書を取り上げる。9)概観する

と、イスラエルの指導者たちにまつわる夢や幻視が目立っている。これらの文書は、イス

ラエルの民が"Promised Land"「約束の地」を領土として獲得する以前の歴史書である。

10)まず、 Genesis には、以下の諸例が見られる。 

 

(a) Abram（Abraham）の幻視 

 Abram（Abraham）が見た幻視の中で、神は Abram に次のように好意を示す。 

 

    1 After this, the word of the LORD came to Abram in a vision:  

       "Do not be afraid, Abram.  

       I am your shield,  

       your very great reward." (Gen.15:1) 

 

記述だけを見ると、神の声のみが Abram に伝えられており、"vision"「幻視」ではなく

"audition"「幻聴」の印象を受ける。しかし、神の"Do not be afraid"という言葉は、神の

威厳ある姿を前にして恐怖心を抱いたAbramに言った思慮の言葉と考えられる。従って、

この"vision"は神の具体的描写はないものの、やはり神が実際に Abram の前に姿を顕して

いる場面だと判断できる。そして、Abram がこの幻視を見た日の夕方、彼は深い眠りに就

くと："Abram fell into a deep sleep"(Gen.15:12)、神は彼の子孫は異国の地で四百年間奴

隷となるがその地から脱出させると告げ、神は Abram と契約を結び、彼の子孫に広大な

土地を与えると約束する。Abram が見た夢は、彼の民族の将来に係わる重大な意味を持つ

夢である。 

 Abraham は妻 Sarah を連れてゲラルに滞在していたとき、ゲラルの王 Abimelech に

"She is my sister"(Gen.20:2)と言ったので、王 Abimelech は Sarah に心を奪われた。そ

して、その夜、神が王の夢に顕れて"You are as good as dead because of the woman you 

have taken: she is a married woman"(Gen.20:3)と忠告した。 

 

(b) Isaac の幻視 

 Abraham の息子 Isaac は族長のひとりである。Isaac の場合も、やはり神が顕れて彼を

祝福し子孫を繁栄させると約束している。 

 

24 That night the LORD appeared to him and said, "I am the God of your father 

Abraham. Do not be afraid, for I am with you; I will bless you and will increase the 

number of your descendants for the sake of my servant Abraham." (Gen.26:24) 

 

この一節には"dream"や"vision"の語は見られないが、やはり Isaac は幻視を体験している

とみるべきであろう。 
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(c) Jacob の夢 

 上記の Isaac の息子で後にイスラエル十二支族の祖の父となる Jacob の夢も Abraham

の場合と同じく、民族あるいは国家の繁栄に係わるものであった。彼は兄 Esau を出し抜

いて父親の祝福を得たために兄の怒りをかい、命の危機を感じて逃亡した。そしてその途

中で彼は夢をみた。神は大地から天まで届く梯子を Jacob に見せて、彼を祝福し好意を示

す(Gen. 28:10-19)。神は梯子の上の方にいて以下のように Jacob に語る。 

 

13 There above it stood the LORD, and he said: "I am the LORD, the God of your 

father Abraham and the God of Isaac. I will give you and your descendants the 

land on which you are lying. 14 Your descendants will be like the dust of the earth, 

and you will spread out to the west and to the east, to the north and to the south. 

All peoples on earth will be blessed through you and your offspring. 15 I am with 

you and will watch over you wherever you go, and I will bring you back to this land. 

I will not leave you until I have done what I have promised you." (Gen.28:13-15) 

 

このように神は Jacob がいるこの地を与え、子孫を繁栄させ、そしていつでも彼と共にい

ると約束した。逃亡後、Jacob は叔父 Laban の家に滞在することになった。そして、神は

その数年後、やはり夢の中で、Jacobに故国カナンに戻るように天使を通じて助言する(Gen. 

31:11-13)。Jacob は天使の言葉に従って、Laban の娘たちやすべての負産を持って逃げ出

した。この事を知った Laban は腹を立てて Jacob を追跡するが、その夜、夢に神が顕れ

て Jacob の行いを非難せぬように忠告する(Gen.31:24)。こうして Laban は、Jacob の逃

亡が神の意図によるものだったことを知ると帰郷を認めた。更に、Jacob は別の幻視も見

た。神は、彼にカナンの地を離れ、息子 Joseph のいるエジプトに行くことを恐れないよ

うに告げ、そして、彼に偉大な国家を与え、最終的にはエジプトの地から引き戻すと約束

する(Gen.46:1-4)。  

 

 2 And God spoke to Israel in a vision at night and said, "Jacob! Jacob!"  

   "Here I am," he replied.  

 3 "I am God, the God of your father," he said. "Do not be afraid to go down to Egypt, 

for I will make you into a great nation there. 4 I will go down to Egypt with you, 

and I will surely bring you back again...." (Gen.46:2-4) 

 

こうして Jacob は一族をあげてエジプトに移住した。上記の"vision"にも神の姿は描かれ

ていないが、先ほどの Abraham の場合と同じくやはり Jacob は神の姿を見ていると思わ

れる。以下の場面では Jacob は明らかに神と対面している。つまり、彼は兄 Esau と和解

するために故郷に向かっている途中、何者かと夜明けまで格闘して勝利した。この相手は

実は神であった："I saw God face to face"(Gen.32:30)。本来、神を直視すると死ぬと信じ

られていたが(Ex.20:19, Judg.13:22, etc.)、Jacob は"yet my life was spared" (Gen.32:30)

と言っている事から、一般庶民とは違う彼の特殊な人物像が語られている。この物語は、
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神との格闘に勝利した Jacob が Israel と呼ばれるようになり、イスラエルの国名の由来と

なった伝誦である。いずれにせよ、この神との格闘もやはり Jacob の見た幻視と考えられ

る。 

 

(d) Joseph の夢 

 上に述べた Jacob の十一番目の息子 Joseph は、予言的、象徴的な性質を持つ夢を見る。

彼自身も後に族長のひとりとなる。Joseph が見たひとつめの夢は、彼と彼の兄弟たちが畑

の中で刈り取った穀物を束ねていると、Joseph の束が真っ直ぐに立ち、兄弟たちの束は、

Joseph の束を取り巻いて、それにお辞儀をしているというものであった(Gen. 37:7)。

Joseph がこれを兄弟たちに話すと、彼らは"Do you intend to reign over us? Will you 

actually rule us?"(Gen.37:8)と言って憤慨する。もう一つの夢では、太陽、月、そして十

一個の星が同じく Joseph にお辞儀をしていた(Gen. 37:9)。Joseph はこの夢を父親に話す

と"Will your mother and I and brothers actually come and bow down to the ground 

before you?" (Gen.37:10)と言って Joseph を叱責する。つまり太陽は父、月は母、十一個

の星は兄弟たちを表していたのである。このふたつの夢は象徴的・予言的であるが、以下

のように現実となる。Joseph は、兄弟たちの策略によって奴隷商人に売られ、エジプトに

連れて行かれた。しかし、彼はエジプトのファラオのふたつの不可解な夢を解き、エジプ

トの大飢饉を救った故に高位の職に就く。ファラオのひとつめの夢とは、七匹の太った牛

が七匹の貧弱な牛に飲み込まれるというものであった(Gen.41:1-21)。ふたつめの夢では、

ファラオは七つの良質の麦の穁がひとつの茎から出てくるが、七つの貧弱な麦の穁に飲み

込まれる光景をみる。Joseph はこのふたつの夢の解釈を神に委ねて、神がこれからエジプ

トに起こる大飢饉を啓示したと語る(Gen.41:15-39)。そして、飢饉は Joseph の家族がいる

カナン地方にも及び、彼の兄弟たちは、エジプトに穀物があると聞きつけて買いに来た。

しかし彼らは Joseph がエジプトの司政者になったことを知らず穀物を求めて彼の前に平

伏したのである。 

 

 ここまで取り上げた夢幻視は、すべて Genesis に記されている。特に興味を惹くのは

Abram (Abraham)から Joseph に至るまで彼らは血族関係にあり、神は彼らに直に語りか

けて祝福し子孫の繁栄を約束している点である。このように夢や幻視はイスラエルの指導

者たちにとって極めて重要な役割を果たしていることがわかる。 

 

(e) Moses の幻視 

 Moses は、エジプト人の監督が奴隷のイスラエル人を虐げた故に、その監督を殺害しエ

ジプトからミディアン地方に逃れた。ある時、羊の群れを追ってホレブの山に来たとき、

柴の間に燃えている炎の中に神の使いである天使が顕れた。その柴に近づこうとしたとき

神は Moses に言った："Take off your sandals, for the place where you are standing is 

holy ground." (Ex.3:5)。そして、神は以下のようにイスラエルの民をエジプトから救い出

すと約束した。 

 

    7 The LORD said, "I have indeed seen the misery of my people in Egypt. I have 
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heard them crying out because of their slave drivers, and I am concerned about 

their suffering. 8 So I have come down to rescue them from the hand of the 

Egyptians and to bring them up out of that land into a good and spacious land, a 

land flowing with milk and honey—the home of the Canaanites, Hittites, Amorites, 

Perizzites, Hivites and Jebusites." (Ex.3:7-8)（下線部は筆者） 

 

この幻視によって Moses は奴隷となったイスラエルの人々を救済するためにエジプトに

戻った。そして、イスラエルの人々は解放され、神の約束は成就される。特に上記の"a land 

flowing with milk and honey"とは"Promised Land"のことであり、「乳」と「蜜」が流れ

ている土地のイメージは、パラダイス的雰囲気を醸し出している。11)  

 

(2) 後の歴史書に見る夢と幻視 

 次に後の歴史書に見られる夢と幻視の諸例を挙げる。以下の文書の時代背景は、イスラ

エル初代の王 Saul の擁立、王 David による北のイスラエルと南のユダとの統一、その子

Solomon によるエルサレムの神殿と宮殿の建設、イスラエル王国とユダ王国の分裂と和解、

そして紀元前 6 世紀頃の新バビロン軍によるエルサレム神殿の破壊とバビロン捕囚の時期

にあたる。12)  

 

(a) Samuel の幻視 

 Samuel の時代には、主の言葉が聞かれることは稀で、幻視も多くはなかった（1Sam.3:1）。

しかし、Samuel が見た幻視では、"The Lord came and stood there"(1Sam.3.10)というよ

うに神は彼の前に姿を顕して直に語りかけた。そして、祭司 Eli の家が犯した神に対する

罪を永遠に裁くと予告し、神の威厳を示した (1Sam.3:11-14)。 

 

(b) Solomon の夢 

Solomon がギブオンの高台の祭壇に神への生け贄を捧げるために行った夜、神が彼の夢

に顕れる："the Lord appeared to Solomon during the night in a dream"(1Ki.35)、そし

て神は Solomon に望む事を何でも言うように尋ねる。この問いに対して Solomon は"give 

your servant a discerning heart to govern your people and to distinguish between right 

and wrong"(1Ki.3:9)と願った。すると、神は彼が望むもの以外に富と名誉、更に長寿も与

えると語った(1Ki.3:10-15)。この内容は、個人としての Solomon に対する神の好意あるい

は恩寵と理解できよう。Solomon は、神の言葉が夢の中の出来事だったと知る。しかし、

夢は現実のものとなった。 

 

(c) Elijah と天使 

 北のイスラエル国王 Ahab の妃 Jezebel はバアル神（Baal）の信奉者で、イスラエルの

神の預言者たちを殺戮しようと図った。しかし、Elijah は、バアル神を信仰する預言者た

ちをイスラエルの神の力によって打ち貟かし(1Kin.18)、彼らを捕らえて殺害した。妃

Jezebel は Elijah に怒り、彼を殺そうとしたために逃亡する。そして、彼は荒れ野で眠り

に落ちた(1Kin.19:5)。Elijah が眠りにつくと、天使が二度彼のところにやってくる。天使
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は、Elijah に触れて起こすと、パンと水を食すように告げる："Get up and eat, for the 

journey is too much for you" (1Kin.19:7)。こうして Elijah は神に遣わされた天使の助け

を得て救済された。その後、Elijah は、四十日四十夜歩き続け、神の山ホレブに辿り着い

た。この逸話も、個人的な救済を述べていると思われる。 

  

(3) 預言書に見る夢や幻視 

 次の諸例は、大預言書や小預言書に見られる夢や幻視である。これらの文書の時代は、

前項の歴史書の時代と概ね重なるが、バビロン捕囚、ペルシア帝国の王 Cyrus による新バ

ビロニアの征服、故郷エルサレムへのイスラエルの民の帰還、エルサレム神殿の再建の頃

である。前項までの諸例は、神や天使が人間の生活空間に降りて来る設定になっており、

視点は人間世界にあると思われる。しかし、以下に挙げる Isaiah、 Ezekiel、そして Daniel

等の幻視では、天界に関する描写が多く、夢幻視物語の記述と類似する傾向を見せている。 

 

(a) Isaiah の幻視 

 Isaiah が記す幻視には、復活思想(26:19)、天界における荘厳な神の姿 (Isa. 6:1-13)、あ

るいはバビロンの陥落(Isa.47)、イスラエルの民の帰還(Isa.51:1-16)、新しいエルサレム

(Isa. 65:18-19)等の予言的な内容が含まれている。これらの記述は中世の夢幻視物語のパ

ラダイス描写と関連が深いので別の論説で取り上げる。 

 

(b) Ezekiel の幻視 

 Ezekiel の幻視では、Isaiah と同様に、天界や神の姿が描かれている(Ezek.1:1)。しかし、

彼は Isaiah と違って、神の霊（Spirit of God）によって天へと引き上げられる幻視体験を

した(Ezek.3:12, 3:14, 8:3, etc.)。その他、エルサレム神殿の再建、イスラエルの復興等の

予言的な内容も含んでいる。これらの記述についてもパラダイス描写と関連づけて別の論

説で言及する。 

 

(c) Daniel の幻視 

 預言者 Daniel は、どのような幻視も夢も解くことができた："Daniel could understand 

visions and dreams of all kinds"(Dan.1:17)。彼の夢解きは、主（神）に委ねた故に正確

な解釈が可能だったのである(Dan.2:18)。バビロニアの王 Nebuchadnezzar が見た夢では、

エジプトのファラオが見た夢と同様に、神は王に象徴的で予言的なふたつの夢を見せる。

そのひとつは、金属の像の夢であった。それは、金の頭と、銀の胸と腕をもち、銅の腹部

と大腿部、鉄の脚、そして鉄の粘土の足をもっていた(Dan.2)。もう一つの夢の中で、王は

大きな樹木を見る(Dan.4)。Nebuchadnezzar は Daniel に夢の解釈を依頼する。そして、

王の夢の意味について神がDanielに啓示したのは夜間の幻視であった："During the night 

the mystery was revealed to Daniel in a vision"(Dan.2:19; 2:28)。このように幻視は、夢

の神秘を解く媒体ともなっている。 

 Daniel 自身も夢を見る。その内容は、海から四匹の巨大な獣がやってくるという非日常

的な情景であった。これらは人間世界の王国を意味している(Dan.7:1-3, 7:17)が、象徴的

で予言的な夢であった。更に、Daniel は幻視の中で"Ancient of Days"「日の老いたる者」
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(Dan.7:9, etc.)を見る。そして人の子のような人物が、日の老いたる者から、権威、威光、

そして王権を授けられる光景をみる(Dan.7:13-14)。天使 Gabriel が、Daniel の民と聖都

のために神が定めた七十週について語ったのはやはり幻視の中であった。このとき、

Gabriel は、Daniel の洞察と理解のためにやってきたのである(Dan.9:20-23)。Daniel は、

更に別の幻視も見る。彼と一緒にいた者たちにはその幻視は見えなかったが、恐怖に襲わ

れてその場から逃げていった。幻視に顕れた異界の人物"a man dressed in linen, with a 

belt of the finest gold around his waist" (Dan.10:5)－恐らく天使 Gabriel である－は、ペ

ルシア軍とギリシア軍との戦闘、その後の世界的な紛争等を語る。しかし、麻の衣を着た

この人物は、Daniel に"close up and seal the words of the scroll until the time of the end" 

(Dan.12:4)と秘密を封じておくように命じる。 

 次に小預言書から諸例を見る。13)これらの文書には堕落した都市に対する神の怒りと滅

亡の警告等が、預言者たちの幻視を通じて啓示される。 

 

(d) Joel の場合 

 Joel は、夢や幻視を体験したわけではないが、神の霊(Spirit)が注がれた者は、予言した

り夢や幻視を見ることができるようになると記している(Joe.2:28)。先ほど述べたが、使徒

Peter は、Joel の一節を引用している(Act.2:17)。 

 

(e) Amos の幻視 

 Amos は、イスラエルの没落について五つの幻視を語る (Amos 7-9)。イスラエル

は、”locusts”「イナゴ」(第一の幻視：Amos 7:1-3)、畑の穀物を焼き尽くす火 (第二の幻

視：Amos 7:4-6)、”plumb line”「下げ振り糸」(第三の幻視：Amos 7:7-9)、” a basket of ripe 

fruit”「熟した果実の籠」(第四の幻視：Amos8:1-2)等で裁かれる。その後、Amos は”the Lord 

standing by the altar”「祭壇の傍らに立っている主」の姿を見た（第五の幻視：Amos 

9:9-12）。そして、主はAmosに”I will bring back my exiled people Israel; they will rebuild 

the ruined cities and live in them”(Amos 9:14)と言ってイスラエルに対する慈悲を示す。 

 

(f) Obadiah の幻視 

 敵国エドムと対戦しようとする預言者 Obadiah の霊感を受けた予言的な宣言は、"The 

vision of Obadiah"(Ob. 1)という言葉で始まり、この文書が幻視による啓示を記している

ことが理解できる。 

 

(g) Micah の幻視 

 Micah は、”the vision he saw concerning Samaria and Jerusalem”(Mic.1:1)で始まり 

預言者 Micah が、北王国イスラエルの都サマリアと南王国ユダの都エルサレムの人々の罪

に対する警告について見た幻視を語る。この文書は来るべき滅亡の日とその後の希望の日

の予言が交互に述べられている。主は、世の終わりの日にエルサレムが廃墟となった後に、

シオンの山で永久に王になるという将来の計画を告げる(Mic.4:6-8)。 
 

 (h) Nahum の幻視 
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 Nahumが見た幻視は、アッシリア帝国の首都ニネベの陥落に関する託宣を含んでいる。

この文書は"An oracle concerning Nineveh. The book of the vision of Nahum the 

Elkoshite." (Nah.1:1)で始まっており、この文書の性格を示している。 

 

(i) Habakkuk の幻視 

 預言者 Habakkuk は、幻視で示された託宣を記す。彼は民の不信仰を嘆き神に訴える。

すると以下の託宣があった。 

 

   2 Then the LORD replied:  

       "Write down the revelation  

       and make it plain on tablets  

       so that a herald may run with it.  

    3 For the revelation awaits an appointed time;  

       it speaks of the end  

       and will not prove false.  

       Though it linger, wait for it;  

       it will certainly come and will not delay. (Hab.2:2-3) 

 

これは Habakkuk の民に対する神の将来の計画であり意志でもある。そして、Habakkuk

は神を信頼し神の威厳を賛美した (Hab.3:3-4)。 

 

(j) Zechariah の幻視 

 Zechariah は、八つの幻視を体験し、天使とも対話している。はじめの三つの幻視は、

エルサレム神殿の再建が宣言される(Zech.1:7-2:17)。第四の幻視では神殿を治め守る大祭

司 Joshua(Zech.3:1-10)について、第五の幻視では、神殿を再建する指導書 Zerubbabel に

ついて語られる(Zech.4:1-14)。第六の幻視で Zecharia は、社会悪を一掃する呪いである”a 

flying scroll”「飛んでいる巻物」を見た(Zech.5:1-4)。第七の幻視では、”a measuring basket”

「測定する籠」とその中にいる邪悪な女について語られる(Zech.5:5-11)。そして、第八の

幻視で、Zechariah は、四両の戦車が青銅の二つの山の間から出てくるのを見た

(Zech.6:1-8)。 

 Zechariah は、上記の八つの幻視の中で天使と会話している。下記は、第五の幻視の一

節で、彼が天使に起こされて目の前の不思議な光景を見た時に天使と交わした会話の一例

である。 

 

  11 Then I asked the angel, "What are these two olive trees on the right and the 

left of the lampstand?"  

    12 Again I asked him, "What are these two olive branches beside the two gold 

pipes that pour out golden oil?"  

    13 He replied, "Do you not know what these are?"  

      "No, my lord," I said.  
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    14 So he said, "These are the two who are anointed to serve the Lord of all the 

earth."(Zech.4:11-10) 

 

 Zechariah は、天使に眠りから起こされたと述べているが、彼が見た情景は現実の情景

とは異なる非日常的なものであり、彼が目にしているのは、やはり夢もしくは幻視である

と判断できる。上記の例のように、人間が超自然的な存在－ここでは天使－と対話を交わ

すことによって、"two olive branches beside the two gold pipes"の不可思議な光景の意味

を理解して知性を向上させているのは、神の恩寵や好意を示していると考えられる。 

 

 以上は、旧約正典における神が預言者たちに語る、あるいは見せるメッセージの諸例で

ある。Genesis は夢や幻視の多くが記されているが、それらはイスラエルの民の歴史と深

く関わっている。そして種々の文書の諸例から、神や天使が夢や幻視を通して指導者や預

言者たちに直に姿を顕して啓示していることが理解できる。特に人間と天使との問答は、

中世の夢幻視物語に頻繁に見られる形態を呈している。バビロン捕囚期の文書には、終末

論(eschatology)的な暗い影があるが、Isaiah、Ezekiel、Daniel、その他の小預言書等が記

すエルサレムへの帰還や神殿再建の期待・希望は、パラダイス的な性質を帯びる記述とな

っている。 

 

2.  聖書外典における夢や幻視の諸相 

 ここでは、旧約聖書の外典（Apocrypha）における夢や幻視の記述を見る。まず、Revised 

Standard Version の外典中に見られる"dream"と"vision"の語彙検索を基にした分布一覧

を示す。14)なお、動詞"reveal"については、"revelation"の欄に挙げた－ちなみに名詞

"revelation"については結果を得ることができなかった。勿論、これらの語彙が用いられて

いない場合でも、夢や幻視を描いた箇所は散見されるが、下記一覧表は、外典における夢

や幻視の大まかな分布を把握するための一助となるだろう。一覧表を示すと下記の如くで

ある。 

 

（表 2）Apocrypha における"dream"、"vision"、"revelation"の分布一覧 

 dream vision revelation 

1 Esdras － － － 

2 Esdras 

10:36,  10:59,  11:1,   

12:35,  13:1,  13:15,   

13:19,  13:53,  14:8  

2:21,  10:37,  10:40,   

10:59,  12:8,  12:10,   

12:11,  13:21,  13:25,   

14:18  

3:14,  6:28,  7:28,   

7:33,  7:53,  10:38,   

10:52, 10:54,  13:32, 

14:3  

Tobit － 12:19  12:7,  12:11 

Judith － － － 

Additions to Esther 
10:2,  11:2,  11:4,   

11:12  
－ － 

Wisdom of Solomon 18:17,  18:19  － － 

Wisdom of Jesus Son 

of Sirach 

34:1,  34:2,  34:3,  

34:5,  34:7  

34:3,  40:6 ,  48:22,   

49:8  

1:5,  1:30,  4:18,  

8:19,  11:27,  39:8,   

41:23,  42:19, 46:20,   

48:25   

Baruch － － － 
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Letter of Jeremiah － － 6:26  

Prayer of Azariah － － － 

Susanna － － － 

Bel and the Dragon － － － 

Prayer of 

   Manasseh 
－ － － 

1 Maccabees － － － 

2 Maccabees 15:11  15:11  12:41 

3 Maccabees － － 
2:19,  6:9,  6:18,  

6:39  

4 Maccabees 6:5 － － 

Psalm 151 － － － 

 

この一覧表の中で"vision"と"dream"の使用例が最も多い文書は 2 Esdras である。この文

書の Chap.3-14 は、4 Ezra と言われる黙示文書で、七つの夢幻視が語られている。この

点からもこの文書に"vision"と"dream"の言及が最も多いことは当然とも言える。従って、

聖書外典の中でこの 2 Esdras は、中世の夢幻視文学との比較研究のために注目すべき文

書であることがわかる。Wisdom of Jesus Son of Sirach も夢や幻視の言及箇所が目立つが、

ほとんどは教訓的な内容である。 

 以下、上記一覧表に指摘箇所がある作品を中心に考察を加える。 

 

Tobit の幻視 

 Tobit では、神が遣わした大天使 Raphael が重要な役割を果たし、物語の展開を統括し

ているのは注目される。ナフタリ族のユダヤ人 Tobit は神を敬う信仰深い人物であったが、

雀の糞が目に入ったことが原因で失明する。あるとき、メディアのラゲスにすむ友人に預

けておいた金を受け取るため、息子の Tobias をその地へ行かせた。道中、大天使 Raphael

が、Tobias の同族のひとり Azarias の姿となって Tobias の手助けをする。Raphael の偉

大なる知恵の故に、Tobias と Sarah は結婚し、魚の心臓と肝臓をつかって悪魔アスモダ

イ（Asmodai）を退治できたばかりか、魚の胆嚢の効能によって父 Tobit の目は回復した。

そして、Raphael は、Tobit とその息子 Tobias に、自分が主から遣わされた天使であり、

彼らと一緒に食事をしているように見えたのは「幻視」だったことを告げて天に昇る。下

記一節は、その様子である。  

 

15I am Raphael, one of the seven angels who stand ready and enter before the glory 

of the Lord.‟ 16 The two of them were shaken; they fell face down, for they were 

afraid. 17But he said to them, „Do not be afraid; peace be with you. Bless God for 

evermore. 18As for me, when I was with you, I was not acting on my own will, but 

by the will of God. Bless him each and every day; sing his praises. 19Although you 

were watching me, I really did not eat or drink anything—but what you saw was a 

vision. 15) (Tob.12:15-19)（下線部は筆者） 

 

この場合の"vision"は、Tobit や Tobias が夢やランス状態で見たものではない。彼らは現

実の日常生活の中で天使 Raphael に接しているが、彼らが見ていたのはやはり"vision"な
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のである。この文書は、天使が Tobit や Tobias のいる現実世界に顕れた設定であるが、天

使が彼らを保護や救済したり、あるいは知恵を授ける働きをしているのは、夢幻視物語の

天使の働きと類似する性質を持っている。 

 

Additions to Esther の夢 

 Additions to Esther は、旧約聖書 Esther の補遺である。正典には夢の記述はないが、

この補遺では夢が描かれている。粗筋は次のとおりである。ペルシア王 Artaxerxes に仕

えていたユダヤ人 Mordecai には、養女 Esther がいた。彼女は、その美貌を見そめられ

て、王 Artaxerxes の后に選ばれる。一方、この王によって最高の地位を得た Haman は、

Mordecai に対する個人的な恨みからユダヤ人を絶滅させようと陰謀を企んでいた。しか

し、Esther の機転によってユダヤ人は救われ、逆に Haman が死刑に処せられた。この

文書は Mordecai の夢に始まり、その夢解釈で終わる。彼の象徴的で予知的な夢は

以下のように語られている。 

 

5Noises and confusion, thunders and earthquake, tumult on the earth! 6Then two 

great dragons came forward, both ready to fight, and they roared terribly. 7At their 

roaring every nation prepared for war, to fight against the righteous nation. 8It 

was a day of darkness and gloom, of tribulation and distress, affliction and great 

tumult on the earth! ...10Then they cried out to God; and at their outcry, as though 

from a tiny spring, there came a great river, with abundant water....  

(AddEsth.11:5-11) （下線部は筆者） 

 

この夢は、前項の Tobit における幻視と言うより、実際の睡眠中に見た夢であり、

先述したファラオの夢やバビロニアの王 Nebuchadnezzar の夢、あるいは Daniel が見

た夢に類似する象徴的な意味を含んでいる。Mordecai は、この夢の内容が神の計画で

あることを知り、何としても夢の意味を知りたいと願う。そして、Esther の知恵によって

Haman の陰謀を回避した Mordecai は、夢の意味を解いた。上記引用の"two great 

dragons"は、実は、Haman と Mordecai 自身を示しており、"a great river"は、Esther

を象徴していたのである。この夢は、未来の出来事に象徴性が付加された一例と言えよう。 

 

Wisdom of Solomon の夢 

 Wisdom of Solomon は、審判の日に関する邪悪な者たちへの警告や永遠の生命

（immortality）の教義などが記されている。神ヤハウェが見せた夢によって、イスラエ

ルの敵軍が自分たちの死の理由を知るという内容であった(Wis.18:17-19)。この夢は、イ

スラエルの神が、敵軍に見せた予知的な夢である。 

 

2 Maccabees の夢 

  Maccabees の 1 Macc.と 2 Macc.は、共にユダヤ史に関する文書である。16)ユダヤ民族

を迫害していたシリアに抵抗するためマカベア家の Judas が立ち上がる。彼は、シリアの

将軍 Nicanor の軍勢との戦闘に備えた兵士たちの士気を高めるために、信ずるに足る夢を
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語った。Judas が見た夢の中で、前大祭司 Onias が、ユダヤ人の社会のために祈っている

と、そのとき、白髪で威厳に満ちた一人の人物が現れる。Onias は"This is a man who loves 

the family of Israel and prays much for the people and the holy city—Jeremiah, the 

prophet of God" (2Mac.15:14)と言うと、預言者 Jeremiah は、Judas に黄金の剣を差し出

して"Take this holy sword, a gift from God, with which you will strike down your 

adversaries" (2Mac.15:16)と告げた。夢の出来事であったにもかかわらず、Judas が目覚

めると実際に彼の手元にあったのは興味深い。この箇所は、夢と現実が交差した時間と空

間を描いている。ユダの軍勢は、神から与えられたこの黄金の剣によって、つまり神の加

護を得て、将軍 Nicanor を倒すことができた。 

 

2 Esdras における幻視 

 先ほど指摘したが、2 Esdras は多くの異界要素を含み、ここで取り上げるべきであるが、

天界への飛翔、天使の言動、天の都エルサレム等のパラダイス的な記述は本研究と密接に

関係するので、別の論説で詳しく取り上げる。 

 

 以上のように、旧約外典の夢や幻視にも、予知的やものや夢解きを必要とするものとい

った種々のパターンがあることが理解できる。特に Tobit における天使の活動は、旧約正

典と同じく、重要な役割を果たしている点は注目に値する。次に、新約聖書における夢幻

視の諸例を見る。 

 

3. 新約聖書における夢や幻視の諸相 

 ここでは新約聖書の場合を見る。まず、新約聖書正典の一覧を呈示すると以下の如くで

ある。17)  

 

（表 3）New Testament における"dream"、"vision"、"revelation"の分布一覧 

 dream vision revelation 

Matthew 

1:18-25,  2:11-15, 

2:19-23,  17:1-13,   

27:19, 

－ － 

Mark 9:2-13 16:19 － 

Luke 9:28-36 1:22,  24:23, 24:50-53 1:26-38,   

John － － 
1:1-14,  8:12-59,  

14:1-31 

Acts 

2:1-18,  8:17-19,   

9:1-9,  9:17, 11:1-18,  

16:9-10,  23:11,  

27:23 

1:9-13,  2:1-4,  2:11,   

2:15-17,  9:1-19,  

10:1-23,  10:44-46,   

11:1-18,  12:1-17,   

16:6-12,  18:9-11,   

22:17-18,  26:19  

9:1-9,  10:9-48,   

13:2-4,  15:7-20 

Romans － － 
2:5-8,  8:14-19,  8:21,   

16:25 

1 Corinthians  － 
2:8-13,  14:6,  14:26,  

14:30  

2 Corinthians － 12:1-19 12:1-19 

Galatians － － 1:12,  2:2,   
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Ephesians － － 1:17,  3:1-6 

Philippians － － － 

Colossians － － － 

1Thessalonians － － － 

2Thessalonians － － － 

1 Timothy － － － 

2 Timothy － － － 

Titus － － － 

Philemon － － － 

Hebrews － － － 

James － － － 

1 Peter － － 1:7,  1:13,  4:13 

2 Peter － － － 

1 John － － － 

2 John － － － 

3 John － － － 

Jude 1:8 － － 

Revelation 21:1-27 9:17  

1:1-3:22,  4:1-5:14,   

6:1-17,  7:1-17,   

8:1-11:14,  11:15-12:17,   

13:1-18,  14:1-20,   

15:1-16:21,  17:1-18:24,   

19:1-21,  20:1-22:21 

 

 上記一覧をみると、新約聖書正典にも"dream"や"vision"に関する箇所が随所に見られる

が、文書によって差異がある。四福音書の中では、特に Matthew と Luke が目立ってい

る。Acts も夢や幻視の使用例が多く、使徒たちの言行と何らかの関連があると推察できる。

John による Revelation は、そのタイトルから判断して、一覧表の"revelation"の欄にたく

さんの記述箇所があるのは当然といえよう。しかし、Revelation に"vision"の語が使用さ

れているのは、一例(Rev.9:17)のみである。18)  

 新約の場合は、Jesus や使徒たちにまつわるものがほとんどであるが、勿論、そうでな

い場合もある。注目すべきは、福音書 John では"In the beginning was the Word, and the 

Word was with God, and the Word was God. He was with God in the beginning. ... The 

Word became flesh and made his dwelling among us" (John 1:14) と記されており、

Jesus が神の言葉を体現して地上に降誕した点である。従って、Jesus が語る言葉は、神

のメッセージでもある。以下、Jesus の降誕にまつわる夢や幻視、Jesus の弟子たちが見

た幻視、Jesus の処刑と復活後にまつわる夢や幻視に分けて考察を試みる。 

 

(1) Jesus の降誕にまつわる夢や幻視 

 Jesus の降誕について多くの夢や幻視が描写される。その夢や幻視は忠告や指示が主た

る内容である。 

 

(a) Joseph の夢 

神は夢を通じて Joseph に指示を与えた。つまり、Mary は神の霊（Holy Spirit）によ

って身籠もるが、Mary を妻として迎えるよう指示したり(Matt.1:18-25)、天使が夢に顕れ

て、妻と子を連れてエジプトへ逃れるよう忠告したりする(Matt.2:13-15)。そして、悪王
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Herod が他界した後、Joseph の夢に天使がやってきて、エジプトからイスラエルの地へ

行くように告げる。しかし、Herod の子 Judea が統治しているのを聞くと、イスラエルの

地へ行くのを恐れ、夢の忠告に従って、ガリラヤ地方に逃れた(Matt.2:19-23)。 

 

(b) Mary への啓示 

 神は処女 Mary の所へ天使 Gabriel を遣わして彼女に以下のように偉大なる子が生まれ

ると啓示した。 

 

30(T)he angel said to her, "Do not be afraid, Mary, you have found favor with God. 

31You will be with child and give birth to a son, and you are to give him the name 

Jesus. 32He will be great and will be called the Son of the Most High. The Lord God 

will give him the throne of his father David, 33and he will reign over the house of 

Jacob forever; his kingdom will never end." (Lk.1:30-33) 

 

天使のこの言葉に対して Mary は、"How will this be...since I am a virgin?"(Lk.1:34)と言

うと、天使は"The Holy Spirit will come upon you, and the power of the Most High will 

overshadow you."(Lk.1:35)と答えた。これらの啓示は予言的な内容を持ち、神の権威をも

示している。 

 

(c) 東方の学者たちの夢 

 東方の占星術の学者たちは、降臨した Jesus を崇拝するためにエルサレムにやってくる

と、まず、ユダヤ王 Herod に謁見し、メシアがどこで生まれたか尋ねる。そして、Jesus

の誕生地がベツレヘムだとわかると、Herod は学者たちに"Go and make a careful search 

for the child. As soon as you find him, report to me, so that I too may go and worship 

him."(Matt.2:8)と言った。しかし、王は自分の地位が奪われることを恐れて Jesus を含む

稚児を殺そうと密かに目論む。学者たちは、ベツレヘムを訪れて Jesus を拝し、その帰路、

彼らは夢の中で王 Herod の所に戻らないように忠告される(Matt.2:12)。そして、学者たち

はこの忠告に従い別の道を通って帰国した。 

 

 以上のように、夢や幻視を通じて重要なメッセージが伝達され、Jesus の地上への降臨

が用意周到に準備され、神の計画通りに達成されていることがわかる。 

 

(2) Jesus の弟子たちが見た幻視 

 Jesus は三人の弟子 Peter、James、そして John を連れて山の上に行く。その場所で、

Jesus の姿が変容する。そして、Jesus が、地上にはいないはずの Moses や Elijah と会話

を交わしている様子を弟子たちが目撃した。そして雲から神の声が聞こえてくる。 

 

    5While he was still speaking, a bright cloud enveloped them, and a voice from 

the cloud said, "This is my Son, whom I love; with him I am well pleased. Listen to 

him!"  
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    6When the disciples heard this, they fell facedown to the ground, terrified. 7But 

Jesus came and touched them. "Get up," he said. "Don't be afraid." 8When they 

looked up, they saw no one except Jesus. (Matt.17:5-8) 

 

この引用の"This is my Son, whom I love"は、Jesus に対する神の寵愛であり、恐怖にお

ののく弟子たちに対する"Don't be afraid"という言葉は、神の思いやりと思われる。New 

Revised Standary Version では、Jesus が三人の弟子たちに対して"Tell no one about the 

vision until after the Son of Man has been raised from the dead"(NRSV Mat.17:9)（下

線部は筆者）19)と語っていることから、三人が見た光景は現実ではなく幻視であることが

わかる。20)同様の内容は、Mark (Mark 9:2-10)や Luke (Luk.9:28-36)にも語られている。

Luke の場合は、"Peter and his companions were very sleepy, but when they became 

fully awake, they saw his glory and the two men standing with him" (Luk.9:32)と述べ

ていることから、現実的な情景を強調しているように思われるが、やはり、幻視との関連

があると考えられる。 

 

(3) Jesus の処刑と復活後にまつわる夢幻視 

(a) 総督 Pilate の妻が見た夢 

 Jesus が逮捕され、ローマ領であるユダヤ地方の総督 Pilate の前に裁判に立ったとき、

このローマ総督の妻は、総督に"Don't have anything to do with that innocent man, for I 

have suffered a great deal today in a dream because of him."(Mtth.27:19)と伝言した。

この夢は神を起源とするもので、Jesus の裁判は、極めて重要な意味をもつことを Pilate

に忠告したのである。21)しかし、何故、Pilate ではなく彼の妻が夢で苦しめられたのか疑

問である。 

 

(b) マグダラの Mary たちが見た幻視 

 Jesus が処刑された後、マグダラの Mary ともう一人の Mary が墓を見に行った。する

と大きな地震が起こり天使が顕れた。天使は人間とは思えない姿であった： "His 

appearance was like lightning, and his clothes were white as snow" (Matt.28:3)。そし

て、天使は以下のように Jesus の復活を告げる。 

 

5The angel said to the women, "Do not be afraid, for I know that you are looking for 

Jesus, who was crucified. 6He is not here; he has risen, just as he said."  

(Matt.28:5-6)  

 

他の福音書を見ると、John では"two angels in white" (John 20:12)といように上記の

Matthew の記述と類似するが、一方、Mark では"a young man dressed in a white robe" 

(Mk.16:5)、そして Luke では"two men in clothes that gleamed like lightning" (Lk.24:4) 

と記されており、これらが天使とは断言できないが、恐らく天使が人間の姿で Jesus の墓

に顕れたのである。 
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 (c) Jesus が弟子たちに顕れる 

 Jesus Christ は、復活後に弟子たちに姿を顕し、福音を広めるように促す。そして、Jesus

は天へと昇る。注目すべきは、天使ではなく Jesus が直に姿を顕して弟子たちを諭してい

る点である。 

 

    15He said to them, "Go into all the world and preach the good news to all 

creation. 16Whoever believes and is baptized will be saved, but whoever does not 

believe will be condemned. 17And these signs will accompany those who believe: In 

my name they will drive out demons; they will speak in new tongues; 18they will 

pick up snakes with their hands; and when they drink deadly poison, it will not 

hurt them at all; they will place their hands on sick people, and they will get well."  

(Mark 16:15-18) 

 

 Jesus が弟子たちの前に顕れた後に昇天する記述は他にも見られる(Luk.24:50-53)が、

Acts(Ac.1:9-11)では、弟子たちが見ている前で、Jesus が天に上げられたのを見た後、彼

らがしばらく上空を見上げていると、白い衣を着た二人の人物（"two men dressed in 

white"）が、Jesus は再びこの世に戻ってくると予言する。この二人の人物は、Moses と

Elijah(Matt.17:4)、もしくは現実の世界に生きている者たちではないと推測される。 

 

(d) Peter の幻視  

 使徒 Peter はヤッファの町に近づいた頃、祈りの途中に空腹になり、何か食べたいと思

った。その時、彼はトランス状態になり幻視を見た："in a trance I saw a vision"(Ac.11:5)。

すると 、天が開いて彼の前に地上の四つ足動物、爬虫類、鳥等の不浄な生き物が入った入

れ物が降りてきた。Peter は、穢れた生き物は食さないと拒否するが、神が清めた物を清

くないなどと言ってはならないと諭される。つまり、どんな人をも清くない者とか汚れた

者とか言ってはならないという啓示であった(Acts 10:28)。この象徴的な幻視がきっかけと

なって、Peter は割礼を受けていない異邦人たちにも福音を説教する仕事の準備をはじめ

た(Ac.10:9-23; Ac 11:5-12)。また、Peter は、神が遣わした天使に導かれて牢獄を脱出す

る(Ac.12:1-17)。彼はこの出来事が現実とは思えず、幻視を見ているのではないかと思っ

た："he thought he was seeing a vision" (Ac.12:9)。 

 

(e) Paul が見た幻視 

 Saul（Paul）は"a light from heaven"(Ac.9:3)に照らされ天からの声を聴く。その強烈

な輝きに Saul は目がくらみ地に倒れる。この光は Jesus が放つ光で、Jesus は Saul に以

下のように語りかける。 

 

    5"Who are you, Lord?" Saul asked.  

   "I am Jesus, whom you are persecuting," he replied. 6"Now get up and go into the 

city, and you will be told what you must do."  

    7The men traveling with Saul stood there speechless; they heard the sound but 
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did not see anyone. 8Saul got up from the ground, but when he opened his eyes he 

could see nothing. So they led him by the hand into Damascus. 9For three days he 

was blind, and did not eat or drink anything. (Ac.9:5-9) 

 

Saul は Jesus の輝き故に目が見えくなった。この場面でも、Jesus が直に姿を顕して Saul

に啓示している。また、Paul は幻視の中で、以下のように励ましの言葉をかけられた。下

記の引用に"Lord"が使用されているが、これは Jesus を表していると推察される。 

 

    9One night the Lord spoke to Paul in a vision: "Do not be afraid; keep on 

speaking, do not be silent. 10For I am with you, and no one is going to attack and 

harm you, because I have many people in this city." 11So Paul stayed for a year and 

a half, teaching them the word of God. (Ac.18:9-11) 

 

 Paul は天使が語る言葉も聞いた："Do not be afraid, Paul. You must stand trial before 

Caesar; and God has graciously given you the lives of all who sail with you"(Act.27: 24)。

天使のこの言葉に彼は勇気を与えられる。更に、Paul は、第三の天（the third heaven）、

つまりパラダイスに昇るという"ecstatic visionary experience"22)をした(2Cor.12:1-10)。

この文書についても別の論説で詳述する予定である。 

 

(f) Ananias の幻視 

 Jesus の弟子 Ananias という人物が見た幻視は、Jesus の輝きに目が眩んで何も見えな

くなった Saul の頭の上に手を置くと視力が回復するというものであった。Ananias は、

幻視によって Saul が滞在している家に導かれる(Ac.9:10-12)。そして、Ananias は幻視で

告げられた指示に従って出かけ、Judas の家に入ると Saul の上に手を置いて言った

"Brother Saul, the Lord — Jesus, who appeared to you on the road as you were coming 

here — has sent me so that you may see again and be filled with the Holy Spirit" 

(Ac.9:17)。すると、幻視に啓示されたとおり、Saul の視力は回復した。 

 

(g) Cornelius の幻視 

 敬虔な異邦人Corneliusの場合は、ある日の午後三時頃に幻視を見た："One day at about 

three in the afternoon he had a vision"(Ac.10:3)。そして"angel of God"(Ac.10:3)が入って

来て彼に呼びかけるのを聞いた。Cornelius は怖くなり以下のように天使に尋ねた。 

 

  4Cornelius stared at him in fear. "What is it, Lord?" he asked.  

   The angel answered, "Your prayers and gifts to the poor have come up as a 

memorial offering before God. 5Now send men to Joppa to bring back a man named 

Simon who is called Peter. 6He is staying with Simon the tanner, whose house is 

by the sea." (Ac.10:4-6) 

 

Cornelius は天使の指示を聞くと、ヤッファへ使者を送った。この幻視は、Cornelius が敬
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虔な人物であった故に、神が彼に天使を遣わしたことがわかる。 

 

 (4) Revelatio における John の幻視 

 黙示文学のひとつ Revelation は、年老いた使徒 John が見た一連の幻視である。これま

でに挙げた新約聖書の夢や幻視とは異なり、彼は”Spirit”「神の霊」に満たされて天界へ行

き、世界の遠い未来の様々な出来事を目撃する。最も注目すべきは、彼が最後の審判の後、

天から降りてくる”a new heaven and a new earth”「新しい天と新しい地」(Rev.21:1)を見

たことである。この天の都エルサレムの描写は夢幻視物語と関連が特に強いので別の論説

で扱う。 

 

 以上、旧約の預言者や新約の使徒たちにまつわる夢や幻視を見てきたが、特に Paul の

前に顕れた Jesus が放つ「光」や、マグラダラの Mary たちが会った真っ白な衣を着た稲

妻のような容姿の天使(Matt.28:3)の記述は、夢幻視物語の天（パラダイス）の描写との関

連性がある。 

 

4. 価値のないの夢や幻視 

 聖書に記された夢がすべて神との関わりを持つわけではない。例えば、Deuteronomy

では、偽の預言者や夢想家たちに耳を傾けないように警告する(Deut.13:1-6)。夢の中には

恐怖を抱かせるものもあり(Job 7:13-14)、たくさんの心配事があると夢が生じるという自

然発生的な夢の場合もある(Eccl.5:3)が、自然発生の夢や種々の事象に予兆(omens）を求

める行為に対して忠告している(Deut. 18:10-12)。勿論、これらの夢は、神を源泉とするも

のではないので価値がない。そして、神は空しい夢について語り(Isa.29:7-8)、虚偽の夢に

ついても預言者たちに忠告する(Jer.14:14; 23:25-32; 29:8-9; Lam.2:14; Ezek.13:6-9; 

Isa.13:23)。特に神が敵視しているのは、下記のように偽の預言者、夢占い師、夢の解釈

者たちである。 

 

9 So do not listen to your prophets, your diviners, your interpreters of dreams, your 

mediums or your sorcerers who tell you, 'You will not serve the king of Babylon.' 10 

They prophesy lies to you that will only serve to remove you far from your lands; I 

will banish you and you will perish. (Jer.27:9-10) 

 

 旧約聖書外典の Wisdom of Jesus Son of Sirach では、夢や幻視は、神を源泉とするも

のではなく、単に人間の空虚で無価値な映像に過ぎない(Ecclus.34:1-7)。また、新約聖書

に目を転ずると、夢想家たちに欺かれないように警告している例がある(Jude 1:8-11)。 

 

 

結語 

 以上、聖書の種々の文書が語る夢や幻視の諸相を見てきた。聖書の場合も、夢幻視物語

と同様に、"dream"と"vision"との明確な区別はなく、両者とも神が人間にメッセージを伝

える架け橋となっている。諸種のメッセージは、神、天使、Jesus、あるいは不可思議な
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光景によって啓示され、神を源泉とする夢や幻視は、神の好意、忠告、助言、祝福、そし

て未来に起こる予言的な啓示等のメッセージを含んでいる事実が理解できた。特に予言的

な夢や幻視について注目すべき点は、これらは不確定な未来の予知・予測ではなく、国家、

民族、あるいは個人の確定した未来が、事前に啓示されることである。23)しかし、下記の

Jacques Le Goff の論説から、夢は未来との関わり以上に重要な意義があることがわかる。 

 

Significant dreams in the Bible tend to establish a link between heaven and earth 

rather than between the present and the future as in pagan oneiromancy. .... The 

dream, rather than reveal the future, puts the dreamer in contact with God. 24)  

 

端的に言えば、聖書の夢の真義は、夢見手と神との接触である。夢幻視物語の場合も、こ

の真義があてはまる。しかし、夢幻視物語では、神が夢見手に直に語りかける例は稀で、

多くの場合、天使が神の代役をしている。諸例で見たように聖書でも天使は極めて肝心な

役目を担っている。だが、聖書が記す天使に比べ、夢幻視物語の天使は、夢見手にメッセ

ージを伝達するだけではなく、夢見手を異界へ導き、異界の有様を説明し、時には悪魔や

怪物の攻撃から夢見手を救済する等、物語の展開に深く関与している。天使と関連して興

味を惹くのは、聖書が記す"Spirit"「神の霊」の存在である。Joel (2:28)や Acts (2:17)が記

すように、"Spirit"が注がれることで夢や幻視を見たり、また、Ezekiel (3:12, etc.) や

Revelation (4:2, etc.)等では、預言者が天界へ行く媒体となっている。しかし、夢幻視物語

では、このような記述は殆ど見られない。 

 夢幻視物語のパラダイス描写と特に関連する文書を挙げれば、旧約聖書では Isaiah、

Ezekiel、Daniel、旧約外典では 2 Esdras、そして新約聖書では Revelation 等である。こ

れらは黙示文学（Apocalypse）の性質を持つ文書で、黙示文学と夢幻視物語との比較検討

の重要性・必要性を認識できる。勿論、夢幻視物語の異界描写と関連をもつのは黙示文学

だけに限定すべきではない。例えば、Jacob の梯子や Paul の第三天は、形態は異なるが

夢幻視物語でも語られ、また、天使は黙示文学以外の諸文書にも登場するからである。今

後は、このような点を念頭に置きながら黙示文学を考察することによって、上記の諸文書

に加え、夢幻視物語と比較研究すべき他の文書を明確にし、パラダイス思想について更な

る探求に取り組みたい。 
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